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上
で
紹
介
し
て
い
る
図
１
・
２
は
、「
ト

ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　

日
本
代
表

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

高
校
生
コ
ー
ス
」
の
２
期

生
（
２
０
１
６
年
度
留
学
生
）
へ
の
調
査

結
果
の
一
部
だ
。
２
〜
３
週
間
の
滞
在
が

大
半
だ
が
、
短
期
留
学
で
あ
っ
て
も
、
高

校
生
が
自
分
の
可
能
性
や
目
指
す
べ
き
方

向
性
に
気
づ
き
、
主
体
的
に
動
き
出
そ
う

と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
10
代
後
半
と
い
う
、
豊
か
な
感
受
性
を

持
つ
時
期
に
あ
る
高
校
生
は
、
慣
れ
親
し

ん
だ
日
本
を
離
れ
、
未
知
の
環
境
に
身
を

置
く
こ
と
で
、
大
人
の
何
倍
も
の
強
い
刺

激
を
受
け
る
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
通
用
せ
ず
、
価
値
観
が
相
対
化

さ
れ
た
り
、
多
様
な
人
々
と
の
交
流
を
通

し
て
、視
野
や
興
味
・
関
心
の
幅
が
広
が
っ

た
り
す
る
経
験
は
、
大
き
な
進
路
選
択
を

控
え
る
高
校
生
に
と
っ
て
、
自
分
と
向
き

合
い
、
自
分
は
何
が
し
た
い
の
か
、
自
分

に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
深
く
、
そ
し
て

具
体
的
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
は
ず

だ
。

　
現
代
は
、「V

olatility

（
変
動
性
）」

「U
ncertainty

（
不
確
実
性
）」「Com

plex-
ity

（
複
雑
性
）」「A

m
biguity

（
曖
昧
性
）」

の
頭
文
字
か
ら
、「
Ｖブ

ー

カ

Ｕ
Ｃ
Ａ
」
の
時
代

　将来の　目標を見据え、行動に移す原動力
２～３週間の海外 　体験で、高校生は飛躍的に成長する　

　グローバル化に伴って　　　社会が大きく変化する中、留学経験は社会で一層求められるようになっている。
　高校時代の海外　　　体験を通して得られる成長とその価値を、留学生の声を交えて見ていく。

I N T R O D U C T I O N

高 校 時 代 に 留 学 す る 意 義

世
界
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
、

生
き
て
い
け
な
い
時
代

１位 挑戦する力

２位 コミュニケーション力 

３位 積極性

留学で身についた力として、
「挑戦する力」を挙げた

生徒は８割

できないことができるよ
うになった時の喜びが大
きかった。　（静岡県・１年生）

一歩を踏み出せば、目標
や憧れの実現に確実に
近づくと実感した。

（沖縄県・３年生）

自分から話しかけることで、
自分の世界が広がると実感
した。　　　　（大分県・２年生）

自分の道は自分で切り拓い
ていけることに気づいた。

（千葉県・２年生）

「言語がないと意思は通
じない」という固定観念
が打ち破られた。

（東京都・１年生）

失敗を恐れず、新しいこと
に取り組めるようになった。

（群馬県・２年生）

「誠意を持って動けば、応
えてくれる人は必ずいる」
と実感した。　 （広島県・１年生）

80.0%

78.5%

63.0%

＊図１・２は、「トビタテ！留学 JAPAN　日本代表プログラム　高校生コース」２期生への調査結果から抜粋。生徒の学年は２０１６年度留学当時

図１

今まで自分の殻に閉じこ
もっていたことに気づいた。

（大阪府・２年生）
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と
呼
ば
れ
、
今
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
く
の
か
、
誰
も
が
予
測
不
能
な
状
況
に

あ
る
。
そ
う
し
た
時
代
を
生
き
抜
い
て
い

く
た
め
に
必
要
な
力
は
、
一
朝
一
夕
に
は

身
に
つ
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
留
学
と

い
う
、自
ら
「
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
（
＊

１
）」
を
脱
す
る
経
験
に
挑
戦
す
る
こ
と

で
、
短
期
間
で
も
、
日
本
に
い
る
だ
け
で

は
実
現
で
き
な
い
よ
う
な
、
大
き
な
成
長

や
変
化
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
得
た
自
信
を
原
動
力
と
し

て
、
帰
国
後
の
さ
ら
な
る
成
長
に
も
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、

文
化
的
な
背
景
の
異
な
る
人
々
と
協
働
す

る
必
要
性
は
、今
後
一
層
高
ま
っ
て
い
く
。

た
と
え
自
国
の
中
に
い
て
も
、
世
界
の

人
々
と
つ
な
が
ら
ず
に
生
き
て
い
く
こ
と

は
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
留
学

経
験
の
あ
る
人
材
を
求
め
る
日
本
企
業
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
15
年
度
に
は
６

割
を
超
え
て
い
る
（
図
３
）。
若
い
う
ち

に
、
価
値
観
の
違
い
に
戸
惑
っ
た
り
、
思

う
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
困
難
に
直
面
し
、

そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
た
経
験
が
、
評
価
さ

れ
て
い
る
た
め
と
言
え
る
だ
ろ
う
。将
来
、

長
期
留
学
に
挑
戦
す
る
準
備
と
し
て
も
、

ま
ず
高
校
時
代
に
世
界
を
見
て
お
く
こ
と

の
意
義
は
限
り
な
く
大
き
い
。

　将来の　目標を見据え、行動に移す原動力
２～３週間の海外 　体験で、高校生は飛躍的に成長する　

　グローバル化に伴って　　　社会が大きく変化する中、留学経験は社会で一層求められるようになっている。
　高校時代の海外　　　体験を通して得られる成長とその価値を、留学生の声を交えて見ていく。

I N T R O D U C T I O N

高 校 時 代 に 留 学 す る 意 義

留学によって、将来への考え方が
変化した生徒は約９割

「留学経験者を
採用したい」と回答
した企業は６割以上

自分自身の可能性の大きさ
に気づいた。　（愛知県・３年生）

世界に出て、日本と他国
の架け橋になりたいと思
い始めた。   （奈良県・１年生）

地元の魅力を世界にＰＲ
できるような仕事を目指
し始めた。　（佐賀県・２年生）

これからどんな勉強がし
たいかが具体化した。

（兵庫県・３年生）

C O N T E N T S

＊図３は、「文部科学統計要覧（平成２７年版）」を基に編集部で作成

学校現場×トビタテ！ P.03
留学JAPANディレクター対談

大きな成長につながる海外体験。
学校こそが生徒の後押しを
東京都・私立品川女子学院理事長・中等部校長

漆
うるし

　紫
し

穂
ほ

子
こ

先生

文部科学省　トビタテ！留学JAPAN　プロジェクトディレクター

船橋　力
ちから

氏

２期生インタビュー P.07

未来につながる！
高校時代の留学体験
筑波大学社会・国際学群１年
（広島県立三

み

次
よし

高校卒業）

原田賢
た か

志
ゆ き

さん〈アメリカ・フィリピンに留学〉 P.07

長崎大学多文化社会学部１年
（北海道・私立札幌日本大学高校卒業）

高澤瑞
み ず

歩
ほ

さん〈アイルランドに留学〉 P.09

兵庫県・神戸市立葺
ふき

合
あい

高校３年

吉井佳
か

弥
や

さん〈イタリアに留学〉 P.11

佐賀県立致遠館高校３年

志
し

岐
き

友
と も

晶
あ き

さん〈フィリピンに留学〉 P.13

「トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ
日本代表プログラム　高校生コース」
「世界を視野に入れて貢献したい」という意欲ある高
校生を支援し、海外留学の気運を高めることを目的と
している。高校生自身が留学内容、渡航先、期間（14
日～１年間）を自由に設計でき、留学エージェント等の
プログラムを利用することも可能だ。また、奨学金は
返済不要の給付となる。

２０１８年度・４期生の募集概要は P. 6 に掲載

＊１　今の自分にとって心地よい環境。

変化した
87.5%

採用意向
あり
62.1%

図３

図２
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異文化や外国語に
触れること以外にもできる

多様な経験は、
どの生徒にも必要！

─
漆
理
事
長
と
船
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
留
学
を
経
験
し
た
高

校
生
と
た
く
さ
ん
お
話
し
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
留
学
す
る
こ
と
の
意
義
を

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

漆
　
留
学
の
意
義
は
、
ま
ず
、
自
分
自
身

を
客
観
的
に
見
つ
め
る
機
会
に
な
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
本

校
で
は
修
学
旅
行
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

を
訪
れ
ま
す
が
、
多
く
の
生
徒
が
そ
れ
を

機
に
、
自
分
自
身
や
日
本
に
つ
い
て
深
く

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
国
は
、
女

性
の
社
会
進
出
が
日
本
よ
り
進
ん
で
い
た

り
、
先
住
民
族
や
欧
州
系
な
ど
の
多
様
な

民
族
か
ら
成
る
多
民
族
国
家
で
あ
っ
た
り

と
、
日
本
の
社
会
と
は
異
な
り
ま
す
。
短

期
間
の
滞
在
で
も
、
日
本
で
は
あ
ま
り
触

れ
る
こ
と
の
な
い
価
値
観
に
直
面
し
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
。

船
橋
　
そ
れ
と
同
時
に
、
自
己
の
内
面
を

見
つ
め
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。「
ト
ビ

タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　

日
本
代
表
プ

ロ
グ
ラ
ム
　

高
校
生
コ
ー
ス
（
以
下
、
ト

ビ
タ
テ
！
）」
の
留
学
生
に
話
を
聞
く
と
、

最
初
は
文
化
の
違
い
に
よ
る
衝
突
や
自
分

日
本
と
異
な
る
環
境
に
身
を
置
く

こ
と
で
、自
分
を
客
観
視
で
き
る

留
学
の
意
義

学校からの情報提供が生徒の意欲を高める鍵！

大きな成長につながる海外体験。
学校こそが生徒の後押しを

生徒に大きな影響を与え、その後の成長に結びついている留学。生徒は、実際にどのような変化を見せるのだろうか。
また、教師は、留学にあたっての生徒の不安や悩みにどう対応し、支援しているのだろうか。

様々な形で留学を支援する東京都・私立品川女子学院の漆
うるし

紫
し ほ こ

穂子理事長と、
「トビタテ！留学 JAPAN」の船橋力

ちから

プロジェクトディレクターが語り合った。

学校現場×トビタテ！留学 JAPANディレクター　対談

	 1	外から日本を見る
	 2	知らないことを知り、知りたいことを知る
	 3	違う価値観に触れ、意味を知る
	 4	己のことや日本を知る、知りたいと思う
	 5	飛び込むことに自信を持つ
	 6	逃げないで苦労する

•視野の広がり	 • 世界への関心
•多様性受容	 •アイデンティティーの確立
•自己肯定感	 •ストレス耐性

感受性が豊かで、新しいことにも果敢に挑戦し、吸収して
いく10 代での海外体験は、その後の人生への影響力も大きい

生徒が海外に目を向けるきっかけを与えるとともに、

海外に関心のある生徒が「留学したい」と言えるようにするためには、

学校の後押しが重要！＊「トビタテ！留学 JAPAN　日本代表プログラム
高校生コース」資料を基に編集部で作成

海外体験で
得られる
６つの経験

経験から
得られるもの

これらは
どの生徒にも

身につけてほしい！
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の
英
語
が
通
じ
な
い
と
い
っ
た
経
験
を
し

て
、
く
じ
け
そ
う
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、

自
分
で
行
く
と
決
め
た
、
強
い
意
志
を

持
っ
て
臨
ん
だ
留
学
な
の
で
、
自
分
は
な

ぜ
今
こ
こ
に
い
る
の
か
、
今
の
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
改
め
て
考
え
、
つ
ま

ず
き
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
言
い
ま
す
。

漆
　
留
学
を
機
に
内
面
を
見
つ
め
て
将
来

の
目
標
を
見
い
だ
す
と
、
そ
れ
ま
で
試
験

の
た
め
だ
っ
た
勉
強
が
将
来
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
学
習
に
な
り
、
よ
り
意
欲

的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
留
学

の
意
義
に
は
、
そ
う
し
た
学
習
意
欲
へ
の

よ
い
影
響
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

船
橋
　「
ト
ビ
タ
テ
！
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
留
学
に
あ
た
っ
て
の
悩
み
に
「
受

験
勉
強
が
遅
れ
る
こ
と
」
を
挙
げ
た
生
徒

が
２
割
ほ
ど
い
ま
す
が
（
Ｐ
．５
図
１
）、

帰
国
後
に
は
大
半
の
生
徒
が
「
受
験
勉
強

の
遅
れ
は
取
り
戻
せ
る
」
と
言
い
、実
際
、

志
望
校
に
合
格
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

漆
　
学
力
は
、
時
間
を
か
け
た
分
だ
け
伸

び
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
学
習
の
質

が
重
要
で
す
。
語
学
力
で
言
え
ば
、「
英

語
が
話
せ
な
く
て
悔
し
い
」
と
い
う
経
験

を
し
た
生
徒
は
、
帰
国
後
、
英
語
学
習
に

力
が
入
り
、成
績
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

「
こ
れ
は
こ
う
伝
え
た
い
時
に
使
え
る
」

な
ど
、
英
語
を
使
う
場
面
が
具
体
的
に
思

い
描
け
る
よ
う
に
な
り
、
定
着
し
や
す
く

な
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
帰
国
後
も

留
学
先
で
で
き
た
友
人
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡

を
取
り
合
い
ま
す
か
ら
、
英
語
の
読
み
書

き
は
そ
こ
で
も
実
践
的
に
学
べ
ま
す
。
短

期
留
学
だ
け
で
は
語
学
力
の
伸
び
は
そ
れ

ほ
ど
期
待
で
き
ま
せ
ん
が
、
帰
国
後
の
学

習
へ
の
影
響
は
と
て
も
大
き
い
で
す
ね
。

船
橋
　
留
学
先
の
学
習
が
日
本
の
学
校
よ

り
も
ハ
ー
ド
で
、
そ
れ
を
逃
げ
ず
に
や
り

切
っ
た
こ
と
で
自
信
が
つ
い
た
と
い
う
話

も
、
留
学
生
か
ら
よ
く
聞
き
ま
す
。

漆
　
慣
れ
な
い
英
語
の
テ
キ
ス
ト
で
予

習
・
復
習
を
し
て
、
英
語
で
レ
ポ
ー
ト
を

書
く
こ
と
は
相
当
な
負
荷
で
、
生
徒
は
限

ら
れ
た
時
間
で
課
題
を
終
わ
ら
せ
る
た
め

の
方
略
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
帰

国
後
も
そ
う
し
た
経
験
を
生
か
し
て
学
習

に
向
か
う
こ
と
で
、学
習
の
質
が
高
ま
り
、

学
力
も
伸
び
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

船
橋
　
海
外
に
行
く
こ
と
で
、
違
う
価
値

観
に
触
れ
る
、
自
分
を
見
つ
め
る
、
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
す
る
、
逃
げ
ず
に
や
り
切

る
な
ど
、
多
様
な
経
験
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
ら
の
経
験
は
、
生
徒
に
深
い
思
考
を
も

た
ら
し
、
視
野
の
広
が
り
や
多
様
性
の
受

容
、
ス
ト
レ
ス
耐
性
な
ど
多
く
の
も
の
を

得
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
留
学
は
、

生
徒
に
と
っ
て
、
最
良
の
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
の
場
の
１
つ
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

─
そ
れ
で
は
、「
高
校
時
代
に
」
留
学

し
た
方
が
よ
い
理
由
は
何
で
し
ょ
う
。

漆
　
生
徒
を
見
て
い
る
と
、
若
け
れ
ば
若

い
ほ
ど
間
違
い
や
失
敗
を
恐
れ
ず
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す
る
意
欲
が

強
く
、
新
し
い
こ
と
に
も
果
敢
に
挑
戦
し

て
ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
様
々
な
経
験
を
す
る
中
で
興
味
の
幅

が
広
が
っ
た
り
、
内
面
を
見
つ
め
る
こ
と

で
思
い
が
整
理
さ
れ
て
自
分
の
進
み
た
い

道
が
見
え
て
き
た
り
と
、
進
路
選
択
に
も

大
き
な
影
響
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

船
橋
　
高
校
時
代
に
短
期
で
も
海
外
体
験

が
あ
る
と
、大
学
で
も
留
学
す
る
人
が
多

い
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。私
は「
ト

ビ
タ
テ
！
」
の
説
明
会
で
、「
20
代
ま
で

東京都・私立品川女子学院
理事長・中等部校長

漆　紫穂子 うるし・しほこ
他校の国語科教師を経て、1989 年、同校
に着任。2006 年から中・高等部の校長を
務めた後、17 年４月から現職。15 年度、
文部科学省「経済社会の発展を牽引するグ
ローバル人材育成支援及び大学の世界展
開力強化事業合同プログラム委員会」委員。

文部科学省　トビタテ！留学JAPAN
プロジェクトディレクター

船橋　力 ふなばし・ちから
大手商社でODAプロジェクトを手がけた後、
企業と学校向けの体験型・参加型の教育プ
ログラムを提供する会社を起業。その経験を
生かし、「トビタテ！留学 JAPAN」の創設に
尽力。世界経済フォーラムの「ヤンググロー
バルリーダー2009」のメンバーに選出。

怖
い
も
の
知
ら
ず
の
若
い
時
こ
そ

果
敢
に
挑
戦
し
、吸
収
で
き
る

高
校
時
代
に
留
学
す
る
価
値
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の
間
に
３
回
留
学
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。１
回
目
は
高
校
生
の
多
感
な

時
期
に
広
い
世
界
を
知
り
、２
回
目
は
大

学
時
代
に
語
学
や
専
門
分
野
を
学
び
、
３

回
目
は
社
会
人
と
し
て
仕
事
に
生
か
す
た

め
の
専
門
性
を
深
め
て
い
く
。そ
う
し
た

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
が
大
き

な
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、そ
の
ホ
ッ

プ
が
大
学
時
代
で
は
遅
い
の
で
す
。

─
留
学
経
験
は
社
会
的
ニ
ー
ズ
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

漆
　
例
え
ば
、
手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
開
発

さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
遠
隔
操
作
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
患
者
は
世
界

中
の
ど
の
医
師
の
手
術
で
も
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
話
を
、
医
師
か
ら
聞

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

と
い
う
よ
り
も
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
社
会
で
あ

り
、
日
本
に
い
て
も
世
界
と
伍ご

し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
必
要
と
な
る
資
質
・
能

力
を
育
む
た
め
に
、
留
学
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

船
橋
　
企
業
は
社
会
の
動
き
に
反
応
し
、

採
用
時
に
留
学
経
験
を
重
視
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
留
学
経
験
者
を
採
用

し
た
い
」
と
い
う
企
業
は
約
６
割
（
Ｐ
．

２
図
３
）、「
留
学
の
た
め
に
留
年
や
休
学

を
し
て
も
、
採
用
で
マ
イ
ナ
ス
評
価
に
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
企
業
は
約
７
割
、「
留

学
経
験
が
仕
事
で
役
立
つ
」
と
い
う
企
業

は
約
８
割
あ
り
ま
す
か
ら
（
＊
１
）、
留

学
経
験
は
企
業
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
、
大
学
新
卒
採
用
時

に
、
高
校
時
代
の
経
験
を
見
る
企
業
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
時
代
は
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
る
時
期
で
あ

り
、
そ
う
し
た
時
に
苦
難
を
乗
り
越
え
た

経
験
を
し
て
い
れ
ば
、
強
い
精
神
力
に
つ

な
が
る
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
苦
難
の

１
つ
が
留
学
と
い
う
わ
け
で
す
。

漆
　
大
学
入
試
改
革
に
お
い
て
は
、
多
面

的
・
総
合
的
評
価
が
進
め
ら
れ
、
留
学
も

評
価
の
対
象
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
留

学
経
験
は
、
進
学
・
就
職
の
双
方
に
プ
ラ

ス
の
材
料
に
な
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

─
た
だ
、
留
学
す
る
高
校
生
は
ま
だ
ま

だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

船
橋
　
高
校
生
の
留
学
に
対
す
る
障
壁

の
１
つ
に
な
っ
て
い
る
の
が
、情
報
不
足

だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
留
学
し
な
い

理
由
に「
経
済
的
な
厳
し
さ
」
が
よ
く
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、「
ト
ビ
タ
テ
！
」で
は
２

〜
３
週
間
の
短
期
留
学
で
も
費
用
を
給
付

し
て
い
ま
す
し
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を

活
用
し
て
資
金
を
集
め
、
高
校
生
の
留

学
支
援
制
度
を
整
え
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
。ま
た
、「
部
活
動
を
休
む
こ
と
」

は
、生
徒
が
留
学
を
た
め
ら
う
要
因
の
１

位
（
図
１
）と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
ト
ビ

タ
テ
！
」の「
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
コ
ー
ス
」

で
は
、サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒
が
ブ
ラ
ジ
ル

で
サ
ッ
カ
ー
を
習
っ
た
り
、
吹
奏
楽
部
の

生
徒
が
ア
メ
リ
カ
で
サ
ッ
ク
ス
を
習
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。自
分
の
技
能
が
上
達
す

る
こ
と
で
、部
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

貢
献
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
情

報
を
知
ら
な
い
た
め
に
、留
学
に
関
心
が

あ
っ
て
も「
行
き
た
い
」
と
言
い
出
せ
な

い
生
徒
も
い
る
と
思
う
の
で
す
。

＊１　トビタテ！留学 JAPAN「就活と留学に関する調査」（2017年６月）

図１　留学にあたり、迷ったり悩んだりしたこと（複数回答）

図２　応募したきっかけ

部活動を休むこと

語学への不安

治安への不安

受験勉強が遅れること

学校を休む期間があること

異文化への不安

友人、人間関係への不安

保護者の反対

教員の反対

企
業
も
大
学
も

留
学
経
験
を
求
め
て
い
る

社
会
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
留
学

思
い
込
み
を
せ
ず
、
生
徒
に

し
っ
か
り
と
情
報
を
伝
え
る

高
校
生
の
留
学
を
増
や
す
た
め
に

74.8

43.0

20.0

18.5

15.6

15.6

13.3

7.4

2.9 （％）

学校の先生に
教えてもらって
48.7%学校で

ポスターを見て

31.9%

自分でHPを見て11.8%

友人に誘われて1.8%

その他5.8%

図１・２は、「トビタテ！留学 JAPAN　日本代表プログラム　高校生コー
ス」２期生への調査結果より抜粋（2016 年度）
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漆
　
本
校
で
は
、「
ト
ビ
タ
テ
！
」
が
始

ま
っ
た
年
か
ら
、
中
学
３
年
生
の
学
年
集

会
で
留
学
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
留
学
を
経
験
し
た
生
徒
が
、

留
学
に
向
け
た
準
備
か
ら
帰
国
後
の
こ
と

ま
で
、
体
験
談
と
し
て
後
輩
に
伝
え
る
場

を
設
け
て
い
ま
す
。

船
橋
　「
ト
ビ
タ
テ
！
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
見
る
と
、
応
募
の
き
っ
か
け
と
し

て
「
学
校
の
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
」

と
「
学
校
で
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
」
で
約
８

割
を
占
め
ま
す
（
図
２
）。
先
生
か
ら
の

働
き
か
け
が
留
学
の
第
一
歩
と
な
る
の
で

す
。
特
に
、
地
方
で
は
、
周
り
に
留
学
経

験
者
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
学
校

か
ら
の
情
報
提
供
が
よ
り
重
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。
実
際
、「
ト
ビ
タ
テ
！
」
で
は

地
方
か
ら
の
応
募
者
が
少
な
く
、
生
徒
や

教
師
の
意
識
が
あ
ま
り
海
外
に
向
い
て
い

な
い
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

漆
　
都
市
部
の
生
徒
の
方
が
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
実
感
し
、
留
学
情
報
に
触
れ
る
機
会

が
多
い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

船
橋
　
私
は
、
地
方
で
幼
少
期
か
ら
同
じ

人
間
関
係
の
中
で
育
っ
て
い
る
よ
う
な
高

校
生
に
こ
そ
、
環
境
変
化
に
よ
る
刺
激
が

必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
留
学
が
最
適
だ

と
思
う
の
で
す
。

─
留
学
促
進
に
向
け
て
、
ま
ず
教
師
が

で
き
る
こ
と
は
何
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

漆
　
本
校
で
は
、
生
徒
が
海
外
に
目
を
向

け
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
海
外
の
高

校
生
を
留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
た
り
、

地
域
に
住
む
外
国
人
を
招
い
て
話
を
し
て

も
ら
っ
た
り
し
て
、
外
国
人
と
交
流
す
る

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
も
し
外
国
人
を

招
く
の
が
難
し
け
れ
ば
、
海
外
経
験
の
あ

る
大
人
に
話
を
し
て
も
ら
う
だ
け
で
も
、

生
徒
の
視
野
は
広
が
る
と
思
い
ま
す
。

船
橋
　
海
外
に
関
心
を
持
つ
生
徒
は
、
ど

の
学
校
に
も
必
ず
い
る
と
思
い
ま
す
。
自

校
の
生
徒
に
は
関
係
な
い
と
決
め
つ
け
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、
生
徒
に
成
長
の
一

機
会
と
し
て
の
留
学
の
よ
さ
を
伝
え
、
留

学
し
た
い
と
い
う
生
徒
の
後
押
し
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎募集期間／2017年10月２日〜2018 年２月１日17時必着
＊アカデミック（テイクオフ）分野については、2018 年４月に高校に入学する新高校１年生を対象とした募集を別途実施。応募の締め切りは、2018 年４月 26 日 17 時必着。

◎審査の流れ／応募申請→書面審査（１次審査）→面接審査（２次審査）→採否決定
◎主な支援内容／留学先、留学期間に応じた定額を支給（支給額例は下図参照）
◎2017年度（３期生）の選考結果　申請 1,904 人（839 校）→採用 501 人（330 校）

▼詳細は下記URLからご覧ください。募集説明動画もご覧いただけます。　
http://www.tobitate.mext.go.jp/hs/

トビタテ！留学JAPAN　日本代表プログラム　高校生コース　４期生募集概要

分野 留学期間 活動内容 募集人数 支給額例＊３

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

テイクオフ ２〜３週間
海外の語学学校等において外国語の習得を主たる目的とするプログラムに参加するとと
もに、留学先で外国語を用いて異文化交流を行う。

150 人＊２ 36 万円

ショート ２週間〜３か月間
海外の高等学校や大学等の教育機関に在籍し、外国語を用いて様々な科目を学修した
り、教育プログラムに参加したりする。

90 人 45 万円

ロング ４か月間〜１年間 海外の高等学校等に長期間在籍し、外国語を用いて様々な科目を学修する。 20 人
50 万円＋

月額 14 万円

プロフェッショナル ２週間〜３か月間

現在学んでいる専門知識・スキル等を生かして、あるいは将来的に携わりたいと考える領
域について、実地研修やインターンシップ等を通じて専門知識やスキルの習得を目指す。
［未来テクノロジー人材枠］数理情報科目や IT の素養を持ち、将来的に携わりたいと考
えるテクノロジー領域（プログラミング、制御技術、ロボティクス、Web サービス・デザ
イン、モバイルアプリ開発等）に関する学修やインターンシップ等の実践活動を行う。

80 人
（うち 50 人
は未来テク

ノロジー
人材枠）

45 万円

スポーツ・芸術 ２週間〜３か月間
学内の部活動または学外の活動等を生かして、海外のトレーニングセンター、教育機関、
芸術学校等に在籍し、現地指導者の下で技量の向上を目指したり、現地でのレッスン・
トレーニングを伴って大会等に参加したりする。

80 人 45 万円

国際ボランティア ２週間〜３か月間 海外でのボランティア活動に参加し、体験を通じて国際協力についての理解を深める。 80 人 45 万円

＊２　テイクオフの募集人数は新高校２〜３年生向け 100 人、新高校１年生向け 50 人となる。2018 年 4 月に高校等に入学する生徒等（新高校 1 年生）については、募集期間・
選考方法が異なる。　＊３　日本学生支援機構の第二種奨学金に掲げる家計基準を満たす生徒が、北米・欧州・中近東（一部の国を除く）に留学した場合の支給額（アカデミッ
ク〈ショート〉、プロフェッショナル、スポーツ・芸術、国際ボランティアの留学期間は、14 日以上 29 日以下とする）。

高校生コース４期生の募集チラシ、ポスターは、
無料で御請求いただけます。

トビタテ　広報ツール で

6 高校版　臨時増刊号 2017 ◎未知の「海外体験」から、主体性を育む

Q7-357-
000 VIEW21 高校版 臨時増刊号 トビタテ！留学 JAPAN 5 頁 ＣＭ

ＹＫ
新
組

09/25
松本千 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

Q7-357-
000 VIEW21 高校版 臨時増刊号 トビタテ！留学 JAPAN 6 頁 ＣＭ

ＹＫ
新
組

09/25
松本千 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P03-06_view21koukou-rz-tbrgjapan.indd   6 17/09/25   14:40



　
私
は
、
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
な
ど
に

よ
り
、
次
第
に
活
気
を
失
っ
て
い
く
地

域
の
様
子
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
過
疎
化
な
ど
の
地
域
課
題
に
関
心
が

あ
り
、
高
校
時
代
は
広
島
県
教
育
委
員
会

の
事
業
「
広
島
創
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
」（
以
下
、
同
ス
ク
ー
ル
）
に
参

加
し
て
、
県
内
各
地
の
高
校
生
と
一
緒
に

地
域
課
題
を
調
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
話

し
合
い
の
中
で
、
課
題
へ
の
意
識
や
捉
え

方
が
一
人
ひ
と
り
異
な
る
こ
と
に
興
味
を

持
ち
、
よ
り
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
た
い

　
原
田
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
国
際
交
流
や

世
界
の
地
域
課
題
に
関
心
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
留
学
か
ら
の
帰
国
後
は
、
世
界

各
地
の
地
域
開
発
へ
の
支
援
を
、
将
来
の

目
標
と
し
て
明
確
に
意
識
し
始
め
ま
し
た
。

世
界
に
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

だ
け
で
は
な
く
、自
分
自
身
の
内
面
と
し
っ

か
り
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

点
で
、
一
層
の
成
長
を
感
じ
ま
す
。

　
高
校
時
代
と
い
う
人
生
で
最
も
多
感
な

時
期
に
、
価
値
観
が
異
な
る
人
々
と
直
接

触
れ
合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
経
験
を
持
つ

こ
と
に
は
、
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、原
田
さ
ん
に
は
「
後

悔
し
な
い
よ
う
全
力
で
や
り
切
っ
て
ほ
し

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
背
中
を
押
し
ま

し
た
。
ま
た
、
３
年
生
で
の
留
学
だ
っ
た

の
で
、「
留
学
を
し
た
か
ら
受
験
勉
強
が

…
…
」
な
ど
と
自
分
で
言
い
訳
を
し
な
い

の
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
か
ら
も
そ
う
言
わ

れ
な
い
よ
う
、
ほ
か
の
生
徒
に
負
け
な
い

く
ら
い
勉
強
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
ま
し
た
。

原
田
さ
ん
は
私
の
期
待
以
上
に
頑
張
り
、

希
望
進
路
を
見
事
に
実
現
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
い
く

と
考
え
始
め
ま
し
た
。
そ
う
し
て
視
野
を

広
げ
、
さ
ら
に
は
自
分
の
本
当
に
や
り
た

い
こ
と
を
見
定
め
た
い
と
い
う
思
い
も
あ

り
、
世
界
各
国
の
高
校
生
と
交
流
す
る
、

同
ス
ク
ー
ル
の
海
外
研
修
へ
の
参
加
を
志

し
、
留
学
の
奨
学
金
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

高
校
生
コ
ー
ス
」

に
応
募
し
ま
し
た
。

　
３
週
間
の
研
修
期
間
の
う
ち
、
最
初
の

１
週
間
は
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ
イ
州
に
滞
在

２期生インタビュー　1

留学による変化◎「地域に貢献したい」という思い
が強くなり、その実現に必要な学問を総合的に学べ
る大学・学群に進学。世界各地の地域開発に携わ
る国際公務員を目指し、将来の目標の実現につなが
る授業を主体的に選んで履修している。

印象に残ったこと◎他国の高校生と世界各地の地域
課題について話し合い、彼らの解決策を具体化する
行動力や、積極的に発言する姿勢に刺激を受けた。

他国の留学生とともに　
各地域の課題を語り合った
経験が、夢の実現への意欲に　

原田さんの留学

目的◎より多様な価値観に触れて視野を広げ、本当
にやりたいことを見定められるよう、他国の人 と々交
流したいと考えた。

未来につながる！　高校時代の留学体験

アカデミック分野（ショート）３年生でアメリカ・フィリピンに留学

恩
師
・
保
護
者
が
語
る

原
田
さ
ん
の
成
長

将
来
の
目
標
を
明
確
に
し
、

留
学
後
の
学
習
に
力
を
注
い
だ

広
島
県
立
三
次
高
校

　

中
本
真
吾
先
生

異
文
化
交
流
の
中
で
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
見
定
め
た
い

留
学
の
目
的

地
域
の
現
状
改
善
に
向
け
、

行
動
を
起
こ
す
必
要
性
を
痛
感

留
学
の
様
子

筑波大学
社会・国際学群１年

（広島県立三
み

次
よし

高校卒業）

原田賢
た か

志
ゆ き

さん
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し
、
ア
メ
リ
カ
本
土
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

か
ら
集
ま
っ
た
生
徒
と
と
も
に
、
世
界
各

地
の
地
域
課
題
に
つ
い
て
英
語
で
話
し
合

い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
あ
る
生
徒
は
、
先
住
民
族
の
言
語
で

あ
る
マ
オ
リ
語
の
話
者
が
減
少
し
て
い
る

と
語
り
、
公
教
育
で
の
マ
オ
リ
語
の
学
習

を
充
実
さ
せ
て
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く

べ
き
だ
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。
少
数
言
語

の
衰
退
へ
の
危
機
感
は
私
に
は
な
か
っ
た

の
で
、
目
を
開
か
れ
る
思
い
で
し
た
。
ま

た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
あ
る
生
徒
は
、
地
元

の
河
川
の
汚
染
対
策
と
し
て
化
学
の
研
究

に
取
り
組
み
、
水
質
の
改
善
に
成
功
し
た

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
課
題
を
認

識
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
解
決
に
向

け
て
行
動
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
、
自
分

に
は
何
が
で
き
る
の
か
、
何
が
し
た
い
の

か
を
具
体
的
に
考
え
始
め
ま
し
た
。

　
積
極
的
に
発
言
す
る
他
国
の
生
徒
の
姿

も
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
英

語
力
に
自
信
が
な
か
っ
た
私
は
、
最
初
は

聞
き
役
に
回
っ
て
ば
か
り
で
し
た
が
、
自

分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
よ
う
と
す
る
意

欲
に
あ
ふ
れ
た
彼
ら
の
姿
勢
に
刺
激
を
受

け
、
次
第
に
堂
々
と
自
分
の
意
見
を
主
張

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
残
り
の
２
週
間
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
滞
在

し
、語
学
学
校
で
英
語
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

現
地
の
中
高
一
貫
校
を
訪
れ
、
日
本
文
化

や
故
郷
・
広
島
の
歴
史
な
ど
に
関
す
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
英
語
で
行
い
ま
し

た
。
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
事
実
を

知
ら
な
い
生
徒
が
多
く
、
世
界
中
の
人
に

伝
え
て
い
か
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

　
受
験
生
と
し
て
忙
し
い
高
校
３
年
生
の

夏
に
留
学
し
た
た
め
、
帰
国
後
は
勉
強
に

集
中
し
ま
し
た
。
留
学
を
通
し
て
、
以
前

か
ら
漠
然
と
抱
い
て
い
た
「
地
域
開
発
に

貢
献
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
明
確
に
な

り
、
そ
れ
が
、
勉
強
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
が
衰
退
す
る
背
景
に
は
、
労
働
環

境
の
変
化
や
行
政
支
援
の
不
足
と
い
っ
た

様
々
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
、

具
体
的
な
支
援
策
を
見
い
だ
す
た
め
に

は
、
分
野
を
横
断
し
た
知
識
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
政
治
学
や
経
済
学
、
法

学
な
ど
を
総
合
的
に
学
べ
る
筑
波
大
学
社

会
・
国
際
学
群
に
進
学
し
、
１
年
生
の
今

は
、
基
礎
科
目
の
中
か
ら
、
専
門
的
に
学

び
た
い
国
際
政
治
や
国
際
法
な
ど
に
関
連

す
る
授
業
を
中
心
に
履
修
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
英
語
の
授
業
は
最
上
位
ク
ラ
ス
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
海
外
か
ら
の
留
学
生

や
帰
国
子
女
を
始
め
、
私
よ
り
英
語
が
上

手
な
学
生
も
多
い
の
で
す
が
、
留
学
中
に

積
極
的
に
英
語
を
用
い
た
経
験
か
ら
、
私

は
自
分
か
ら
進
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
在
学
中
に
改
め
て
海
外
に
留

学
し
、
卒
業
後
に
は
海
外
の
大
学
院
へ
の

進
学
を
検
討
中
で
す
。
将
来
的
に
は
、
国

際
連
合
な
ど
に
所
属
す
る
国
際
公
務
員
と

し
て
、
特
定
の
国
の
利
害
に
と
ら
わ
れ
な

い
立
場
か
ら
、
世
界
各
地
の
地
域
開
発
に

携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
の
学
ぶ
目
的
や
姿
勢
、
将
来
へ
の
展

望
は
、
高
校
時
代
に
他
国
の
生
徒
の
行
動

力
や
積
極
性
か
ら
刺
激
を
受
け
た
か
ら
こ

そ
、
得
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
受
験
と
い
う

岐
路
に
立
っ
た
時
、
留
学
し
た
意
義
は
極

め
て
大
き
か
っ
た
と
、実
感
し
て
い
ま
す
。

た
め
に
は
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域

に
目
を
向
け
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
し
、

世
界
ば
か
り
に
注
目
し
て
も
、
う
ま
く
い

か
な
い
で
し
ょ
う
。
常
に
ロ
ー
カ
ル
と
グ

ロ
ー
バ
ル
の
両
方
の
視
点
を
併
せ
持
つ
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
原
田
さ
ん
に
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
で

き
る
人
材
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い

く
上
で
、
大
変
な
こ
と
や
困
難
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
世
界
の

た
め
に
羽
ば
た
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
息
子
か
ら
留
学
を
相
談
さ
れ
た
際
は
、

３
年
生
の
夏
と
い
う
大
学
受
験
を
控
え
た

時
期
だ
っ
た
た
め
心
配
し
ま
し
た
が
、
本

人
の
「
受
験
勉
強
も
頑
張
る
か
ら
大
丈
夫

だ
よ
」
と
い
う
言
葉
を
信
じ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
学
校
の
行
事
や
課
題
な
ど
で
忙

し
い
中
で
も
、
と
て
も
生
き
生
き
と
留
学

準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
息
子
は
、
漠
然
と
し
て
い
た
将
来
の
夢

を
、
留
学
後
に
は
、
地
域
開
発
の
支
援
と

い
う
具
体
的
な
も
の
に
し
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
他
国
の
文
化
の
中
で
生
活
し
た
こ

と
に
よ
り
、
考
え
方
が
よ
り
柔
軟
に
な
っ

た
と
感
じ
ま
す
。
何
歳
に
な
っ
て
も
学
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
感
性
が
豊
か
な
若

い
時
期
に
異
文
化
に
触
れ
た
こ
と
で
、
心

の
成
長
に
つ
な
が
り
、
社
会
貢
献
へ
の
意

識
が
強
く
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

フィリピンの中高一貫校の生徒に、折り鶴には平和への祈り
が込められていることを伝え、一緒に鶴を折った。

若
い
時
期
に
異
文
化
に
触
れ
、

心
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た

原
田
さ
ん
の
保
護
者

　

原
田
理
恵
さ
ん

世
界
各
地
の
開
発
支
援
に
向
け
、

国
際
公
務
員
を
目
指
す

留
学
を
終
え
て
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私
は
、
小
学
４
年
生
で
英
会
話
教
室
に

通
い
始
め
た
の
を
き
っ
か
け
に
英
語
が
好

き
に
な
り
、
学
校
の
短
期
交
換
留
学
制
度

な
ど
を
利
用
し
て
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
行
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
海
外

で
地
元
・
札
幌
の
知
名
度
が
あ
ま
り
高
く

な
い
と
知
り
、
世
界
の
人
に
広
く
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
先
生
か
ら
「
ト
ビ
タ
テ
！

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ

ム
　

高
校
生
コ
ー
ス
」
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
地
元
の
観
光
プ
ロ
モ
ー

　
高
澤
さ
ん
は
、
事
前
準
備
も
含
め
、
留

学
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
自
ら
積
極
的
に

行
動
す
る
姿
勢
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
例

え
ば
、
帰
国
後
は
受
験
勉
強
へ
の
集
中
力

が
増
し
、
小
論
文
や
英
作
文
の
添
削
を
受

け
る
た
め
自
ら
職
員
室
に
足
繁
く
通
い
、
納

得
の
行
く
ま
で
先
生
と
議
論
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
卒
業
後
に
小
樽
の
観
光
に
関

す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
た
い
と
、

自
分
で
観
光
業
者
に
電
話
で
ア
ポ
イ
ン
ト

を
取
り
、
小
樽
に
出
向
い
て
、
担
当
者
と

イ
ン
タ
ー
ン
の
計
画
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

　
高
澤
さ
ん
の
ほ
か
に
も
、
本
校
で
「
ト

ビ
タ
テ
！
　

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　

日
本
代
表

プ
ロ
グ
ラ
ム
　
高
校
生
コ
ー
ス
」
に
参
加

し
た
生
徒
の
中
に
は
、
突
然
の
依
頼
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
説
明
会
で
大

勢
の
来
校
者
を
前
に
堂
々
と
留
学
体
験
を

話
し
て
く
れ
た
生
徒
も
い
ま
す
。
自
分
か

ら
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
や
、
何
事
に
も

進
ん
で
挑
戦
す
る
姿
勢
な
ど
、
人
と
し
て

の
大
き
な
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

　
日
本
に
い
れ
ば
、
誰
か
が
手
を
貸
し
て

く
れ
た
り
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
り
と
、

周
囲
か
ら
の
支
え
が
得
ら
れ
ま
す
が
、
留

シ
ョ
ン
を
手
が
け
る
た
め
、
お
手
本
と
な

る
地
域
で
観
光
業
を
学
び
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
受
験
を
控
え
た
３
年
生
で
し
た

が
、
留
学
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、英
語
圏
の
観
光
地
の
中
か
ら
、

北
海
道
と
似
た
状
況
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

首
都
・
ダ
ブ
リ
ン
を
留
学
先
に
選
び
、
実

践
を
通
し
て
学
べ
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
可
能
な
施
設
や
企
業
を
探
し
て

活
動
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
と
し
て
、
当
初

２期生インタビュー　2

留学による変化◎英語力の向上を実感する一方、欧
米人の習得者が少ないアジアの言語を身につける
ことで、自分の強みにしたいと考えるようになった。
また、新たなことに進んで挑戦するようになり、現
在は地域と連携した学外のサークル活動に参加。

印象に残ったこと◎観光客が利用しやすい施設や
サービスを体感した。また、ヨーロッパの学生は多言
語を習得したり勉強熱心だったりと、刺激を受けた。

海外での就業体験を通して、　
視野が広がり、積極性や

チャレンジ精神が身についた　

高澤さんの留学

目的◎地元・札幌の観光プロモーションを手がける
際のお手本として、海外の観光地の施設などでのイ
ンターンシップを通して観光業を学びたいと考えた。

未来につながる！　高校時代の留学体験

長崎大学
多文化社会学部１年

（北海道・私立
札幌日本大学高校卒業）

高澤瑞
み ず

歩
ほ

さん

プロフェッショナル分野３年生でアイルランドに留学

恩
師
・
保
護
者
が
語
る

高
澤
さ
ん
の
成
長

自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
な
ど

積
極
的
な
姿
勢
が
定
着
し
た

北
海
道
・
私
立
札
幌
日
本
大
学
中
学
校
・
高
校

佐
々
木
貴
久
先
生

海
外
で
観
光
業
を
学
び
、

地
元
を
観
光
Ｐ
Ｒ
し
た
い

留
学
の
目
的

ダ
ブ
リ
ン
の
街
を
歩
き
、

観
光
振
興
の
ヒ
ン
ト
を
探
る

留
学
の
様
子
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は
ダ
ブ
リ
ン
の
歴
史
博
物
館
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
渡
航
直
前
に
な
っ
て
Ｎ
Ｇ

と
な
り
、
急
き
ょ
、
Ｉ
Ｔ
系
の
企
業
に
受

け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
同
社
の
他
の
イ
ン
タ
ー
ン

生
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
の
大
学

生
が
多
く
、
彼
ら
と
比
べ
て
パ
ソ
コ
ン
ス

キ
ル
の
乏
し
い
私
は
、
仕
事
を
あ
ま
り
与

え
て
も
ら
え
ず
、
初
め
は
辛
い
思
い
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
精
い
っ
ぱ
い
手
伝
い
、
周
囲
と
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
う
ち

に
、
少
し
ず
つ
任
さ
れ
る
仕
事
が
増
え
、

社
員
の
方
か
ら
も
信
頼
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。「
想
定
外
の
環
境
で

も
、
忍
耐
強
く
努
力
す
る
こ
と
で
、
や
り

が
い
が
見
つ
か
り
、
応
援
し
て
く
れ
る
人

が
増
え
る
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
観
光
業
に
携

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
週
末
に
は
町

を
歩
き
、
観
光
振
興
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
を

探
し
ま
し
た
。
ダ
ブ
リ
ン
に
は
、
随
所
に

無
料
の
観
光
案
内
所
が
設
け
ら
れ
、
海
外

の
観
光
客
が
手
軽
に
利
用
し
や
す
い
ワ
ン

デ
ー
ツ
ア
ー
を
扱
う
窓
口
も
多
数
あ
り
、

地
元
の
観
光
振
興
の
参
考
に
な
る
事
例
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
日
英
語
を
使
う
環
境
に
い
た

た
め
、
最
後
に
は
と
っ
さ
の
時
に
も
英
語

が
自
然
と
口
か
ら
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
実
際
、
外
部
英
語
検
定
試
験
の
ス
コ

ア
は
、
留
学
前
の
６
１
５
点
か
ら
、
帰
国

後
は
７
２
０
点
に
ま
で
上
が
り
、
英
語
力

の
向
上
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
帰
国
後
は
、
海
外
留
学
を
視
野
に
入

れ
、
留
学
先
で
取
得
し
た
単
位
が
認
定
さ

れ
る
長
期
留
学
制
度
が
充
実
し
て
い
る
長

崎
大
学
多
文
化
社
会
学
部
に
進
学
し
ま
し

た
。
大
半
の
授
業
が
英
語
で
行
わ
れ
る
こ

と
や
、
留
学
生
と
一
緒
に
寮
生
活
を
送
れ

る
こ
と
も
魅
力
で
し
た
。
専
門
課
程
の
授

業
が
増
え
る
２
年
生
か
ら
は
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
授
業
を
履

修
で
き
る
コ
ー
ス
へ
進
む
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
留
学
中
に
交
流
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
学
生
か
ら
様
々
な
刺
激
を
受
け
ま
し

た
が
、
そ
の
１
つ
が
、「
英
語
は
で
き
て

当
た
り
前
で
、英
語
だ
け
で
は
ダ
メ
」
と
、

多
言
語
を
習
得
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
私

は
欧
米
人
の
習
得
者
が
少
な
い
ア
ジ
ア
の

言
語
も
身
に
つ
け
、
自
分
の
強
み
に
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
時
代
の
留
学
を
通
し
て
、
自
分
に

と
っ
て
心
地
よ
い
環
境
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
抜

け
出
す
こ
と
に
は
不
安
も
大
き
い
で
す

が
、
未
知
の
環
境
に
飛
び
出
す
こ
と
で
、

得
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
多
く
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
築

き
な
が
ら
、
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
、
自
分
の
引
き
出
し
を
ど
ん
ど
ん
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
現
在
は
長
崎
県
内
の
企

業
と
学
生
が
協
業
す
る
学
外
の
サ
ー
ク
ル

活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

県
南
部
に
位
置
す
る
伊い

王お
う

島じ
ま

へ
の
外
国
人

観
光
客
を
増
や
す
た
め
、
同
島
の
ホ
テ
ル

と
企
画
を
練
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
も
多
様
な
経
験
を
積
ん
だ

上
で
、
将
来
的
に
何
ら
か
の
形
で
地
元
の

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
携
わ
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
先
で
は
必
ず
し
も
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
何
事
も
自
分
か
ら
動
く
こ

と
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
留
学
は
視
野
や
も
の
の

見
方
を
広
げ
た
り
、
積
極
性
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
育
ん
だ
り
す
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
そ
の
上
で
、こ
れ
か
ら
の
進
路
を
考
え
、

広
い
視
野
を
も
っ
て
今
後
学
問
を
学
ん
で

い
け
る
こ
と
が
、
高
校
生
で
留
学
す
る
こ

と
の
大
き
な
価
値
だ
と
思
い
ま
す
。

　
娘
か
ら
留
学
の
話
を
聞
い
た
時
は
、「
受

験
生
な
の
に
大
丈
夫
な
の
？
」
と
不
安
に

思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
人
か
ら
「
机

に
向
か
う
こ
と
だ
け
が
勉
強
じ
ゃ
な
い
よ
」

と
言
わ
れ
、
留
学
経
験
は
娘
の
人
生
に
お

い
て
必
要
な
ス
キ
ル
だ
と
私
な
り
に
考
え

て
、
応
援
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
環
境
は
想
像

と
違
っ
て
苦
労
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
充
実
し
た
日
々

を
送
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
帰
国

後
は
英
語
力
が
ア
ッ
プ
し
、
や
り
た
い
こ

と
も
明
確
に
な
っ
て
、
受
験
勉
強
に
も
よ

り
一
層
力
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
娘
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
高
校
生
の
う

ち
に
留
学
を
通
し
て
強
め
の
刺
激
を
受
け

て
お
く
こ
と
で
、
人
生
の
選
択
肢
の
幅
が

広
が
り
、
そ
の
後
の
高
校
生
活
や
人
生
に

お
い
て
、
よ
り
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

所属する学外サークル「長崎ブレイクスルー」では、主に中
国人富裕層に向けたプロモーション企画を立案している。

留
学
経
験
を
通
し
て
、

人
生
の
選
択
肢
を
広
げ
た

高
澤
さ
ん
の
保
護
者

　

高
澤
朋
美
さ
ん

新
た
な
挑
戦
を
続
け
、

世
界
を
広
げ
て
い
き
た
い

留
学
を
終
え
て
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私
は
、
以
前
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
し

た
。
上
品
で
あ
り
な
が
ら
色
使
い
が
大
胆

な
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ラ
ン
ド
に
憧
れ
て
い
た

た
め
、
そ
の
本
場
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ン
を
学
び
た
い
と
、「
ト
ビ
タ
テ
！
留

学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

高
校
生
コ
ー
ス
」
に
応
募
し
ま
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な

く
、そ
の
変
遷
や
社
会
的
影
響
と
い
っ
た
、

服
飾
文
化
全
体
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

　
留
学
後
の
吉
井
さ
ん
は
、「
世
界
的
に
活

躍
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な

る
」
と
い
う
目
標
を
明
確
に
し
、
そ
の
達

成
に
向
け
て
主
体
的
に
行
動
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
日
々
の
学
習
だ
け
で
な
く
、

将
来
の
長
期
留
学
を
見
据
え
、
今
回
の
留

学
で
お
世
話
に
な
っ
た
研
究
者
に
、
現
地

の
大
学
や
専
門
学
校
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
相
談
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
探
究
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
か
ら
も
、

成
長
が
う
か
が
え
ま
す
。
例
え
ば
、レ
ポ
ー

ト
を
作
成
す
る
際
、
１
つ
の
情
報
に
基
づ

い
て
結
論
を
出
す
の
で
は
な
く
、
複
数
の

情
報
を
集
め
て
検
討
し
た
上
で
、
自
分
な

り
の
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

他
国
に
１
人
で
行
け
ば
、
自
ら
判
断
し
て

決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
、
日
本

に
い
る
時
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
な
り
ま

す
。
そ
う
し
た
経
験
が
、
普
段
の
生
活
に

も
生
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
何

事
に
も
妥
協
せ
ず
、
納
得
が
い
く
ま
で
や

り
抜
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
で

計
画
し
た
留
学
を
や
り
遂
げ
た
こ
と
で
、

自
信
を
深
め
る
と
と
も
に
、
多
く
の
学
び

を
得
ら
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

本
質
的
な
理
解
を
深
め
た
か
っ
た
私
は
、

そ
う
し
た
研
究
者
が
在
籍
し
、
な
お
か
つ

イ
タ
リ
ア
語
も
学
べ
る
学
校
を
探
し
て
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
が
併
設
さ
れ
て
い

る
、
ミ
ラ
ノ
の
学
校
に
３
週
間
留
学
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
イ
タ
リ
ア
語
の
授
業
で
、
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
集
ま
っ

た
留
学
生
と
と
も
に
、
先
生
と
の
会
話
を

通
し
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。
先
生
が
生
徒

の
母
国
や
出
身
地
の
文
化
な
ど
に
つ
い
て

２期生インタビュー　3

留学による変化◎デザインラフを描いたり、専門学
校の体験授業に参加したりと、ファッションデザイ
ナーを目指して行動し始めた。将来は、イタリアへ
の長期留学を検討中。また、日本文化への関心が高
まり、美術館などをよく訪れるようになった。

印象に残ったこと◎自分の日本文化への理解不足を
自覚した。また、ブランド商品の歴史を学び、時代の
一歩先を行くデザイナーの感性の鋭さを実感した。

ファッションデザインの　
奥深さを学び、自分の目標と　
やるべきことが明確になった　

吉井さんの留学

目的◎憧れのブランドがあるイタリアで、ファッショ
ンについての本質的な理解を深められるよう、服飾
文化の研究者の下で学びたいと考えた。

未来につながる！　高校時代の留学体験

兵庫県・神戸市立
葺
ふき

合
あい

高校３年

吉井佳
か

弥
や

さん

スポーツ・芸術分野２年生でイタリアに留学

教
師
・
保
護
者
が
語
る

吉
井
さ
ん
の
成
長

主
体
的
な
行
動
力
と

適
確
な
判
断
力
を
身
に
つ
け
た

兵
庫
県
・
神
戸
市
立
葺
合
高
校

　

村
上
ひ
ろ
子
先
生

憧
れ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
本
場
で
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
学
び
た
い

留
学
の
目
的

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
歴
史
を
学
び
、

そ
の
奥
深
さ
を
実
感

留
学
の
様
子
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質
問
し
た
際
、
ほ
か
の
留
学
生
は
自
国
の

伝
統
的
な
事
物
を
次
々
に
挙
げ
、
そ
の
歴

史
や
魅
力
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
日
本
の
名
所
な
ど

の
名
前
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
に
つ
い

て
詳
し
く
語
る
こ
と
は
で
き
ず
、
身
近
な

文
化
へ
の
関
心
が
い
か
に
薄
か
っ
た
か
を

痛
感
し
、
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
授
業

で
は
、
研
究
者
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

の
指
導
の
下
、
色
彩
や
生
地
の
特
性
な
ど

の
基
礎
的
な
内
容
か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
歴
史
に
踏
み
込
ん
だ
発
展
的
な
内
容
ま

で
幅
広
く
学
び
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

以
前
に
流
行
し
た
数
種
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品

の
画
像
を
見
な
が
ら
、
素
材
の
用
い
方
や

デ
ザ
イ
ン
の
特
色
、
そ
れ
が
多
く
の
消
費

者
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
社
会
背
景
な
ど
を

解
説
さ
れ
る
と
、
時
代
の
動
き
を
的
確
に

捉
え
、
そ
の
一
歩
先
を
見
通
し
て
流
行
を

つ
く
り
出
し
た
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
感
性
の

鋭
さ
と
豊
か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
研
究
者
と
一
緒
に
ミ
ラ
ノ
の
ブ
ラ
ン
ド

店
を
い
く
つ
か
訪
ね
た
際
に
は
、
世
界
の

流
行
の
最
先
端
を
行
く
作
品
を
前
に
、
そ

の
デ
ザ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
課
外
活
動
と

し
て
１
人
で
ロ
ー
マ
に
出
か
け
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
専
門
学
校
で
、
生
徒
の
作
品
を

見
学
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
見
事
な
衣
服

を
実
際
に
目
に
し
た
り
、
手
に
取
っ
た
り

し
た
こ
と
で
、
色
合
い
や
刺
繍
の
細
や
か

さ
、
生
地
の
質
感
を
生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン

の
工
夫
な
ど
が
よ
り
よ
く
分
か
り
、「
自

分
で
も
手
が
け
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い

が
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
以
前
の
私
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
た
だ
憧
れ
る
ば
か
り
で
、
何
も
行

動
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
留
学
を

通
し
て
、
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
具

体
的
に
見
え
て
き
た
た
め
、
そ
れ
に
積
極

的
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
ミ
ラ
ノ
や
パ
リ
な
ど
で
毎
年
開
催

さ
れ
る
、
世
界
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
を
購
入
し
、
そ
れ

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
分
で
デ
ザ
イ
ン

ラ
フ
を
描
き
始
め
ま
し
た
。ま
た
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
専
門
学
校
の
体
験
授
業
な
ど
に

参
加
し
、
ラ
フ
の
添
削
指
導
を
受
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
留
学
中
の
語

学
の
授
業
が
き
っ
か
け
で
、
日
本
文
化
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
美
術
館
や
日
本
庭
園

な
ど
に
も
よ
く
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、「
イ
タ
リ
ア
の

大
胆
な
色
使
い
と
日
本
の
繊
細
な
美
意
識

の
融
合
」
と
い
う
、
自
分
の
手
が
け
た
い

デ
ザ
イ
ン
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
固

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
留
学
先
の
学
校
で
交
流
し
た
他
国
の
生

徒
に
は
、
留
学
経
験
が
豊
富
な
人
が
何
人

も
い
ま
し
た
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に

挑
戦
す
る
彼
ら
の
前
向
き
な
姿
勢
か
ら
刺

激
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も
積
極

的
に
機
会
を
つ
く
っ
て
海
外
に
飛
び
出
そ

う
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
、
日
本
の
専
門
学
校
に
進

学
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎

を
身
に
つ
け
た
上
で
、
プ
ロ
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
目
指
し
て
イ
タ
リ
ア
の
大
学
や
専

門
学
校
へ
の
長
期
留
学
を
構
想
中
で
す
。

い
つ
か
、
世
界
に
通
用
す
る
独
自
の
ブ
ラ

ン
ド
を
設
立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
海
外
に
出
れ
ば
、
多
様
な
人
と
の
交
流

や
、
未
知
の
文
化
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、

視
野
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
高

校
の
ク
ラ
ス
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

世
界
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
自
分
を

客
観
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
て
、
自
分
の
新
た
な
可
能

性
に
気
づ
く
と
と
も
に
、
本
当
に
進
み
た

い
道
を
発
見
す
る
き
っ
か
け
を
得
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
大
き
な
進
路
選
択
を
控
え
た

高
校
時
代
に
留
学
す
る
こ
と
に
は
、
非
常

に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
留
学
中
は
、
現
地
の
学
校
で
の
学
び
の

ほ
か
に
、
休
日
に
見
学
し
た
美
術
館
や
、

古
都
・
ミ
ラ
ノ
の
町
並
み
な
ど
か
ら
も
、

感
銘
を
受
け
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
多
感

な
時
期
な
の
で
、
そ
れ
ら
の
美
し
さ
は
一

層
印
象
深
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
現

地
で
知
り
合
っ
た
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の

経
営
者
や
、
学
校
で
教
え
を
受
け
た
研
究

者
と
い
っ
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
か
か
わ

る
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
刺
激
を
受

け
た
よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
多
様
な
経
験

が
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
に
し
た
い
」
と
い

う
意
欲
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
が
望
ん
で
選
ん
だ
道
で
あ
れ
ば
、

た
と
え
困
難
に
直
面
し
て
も
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
重

ね
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

複数の言語を習得している留学生が多いことに刺激を受け、
帰国後もイタリア語を独学で学んでいる。

多
様
な
体
験
を
通
し
て
、

進
み
た
い
道
を
決
め
ら
れ
た

吉
井
さ
ん
の
保
護
者

　

吉
井
將
人
さ
ん

　吉
井
有
紀
さ
ん

イ
タ
リ
ア
で
専
門
的
に
学
び
、

プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す

留
学
を
終
え
て
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心
理
学
に
関
心
が
あ
っ
た
私
は
、
日
本

と
近
距
離
に
あ
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々
と

交
流
し
、
文
化
や
価
値
観
の
違
い
を
肌
で

感
じ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
発
展
途
上
国
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
し
て
、
社
会
的
に
厳
し
い
環
境
で

暮
ら
す
子
ど
も
に
対
し
て
、
自
分
に
は
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
英
語
の
勉
強
に
も
な

る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
か
ら
、
英
語
を
公

用
語
の
１
つ
と
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
計
画
し
、
国
際
ボ
ラ

　
志
岐
さ
ん
は
、
私
が
担
任
し
た
１
年
生

の
頃
か
ら
、
大
学
で
心
理
学
を
専
攻
し
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
学
び
に
つ

な
が
る
も
の
と
し
て
、
留
学
へ
の
意
欲
を

高
め
た
よ
う
で
す
。
高
校
時
代
の
留
学
の

意
義
は
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
て
視
野

を
広
げ
る
こ
と
に
あ
る
と
、
私
は
考
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
応
募
書
類
の
作
成
や

活
動
計
画
の
立
案
な
ど
に
つ
い
て
志
岐
さ

ん
に
相
談
さ
れ
た
際
に
は
、「
心
理
学
だ
け

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
子
ど
も
と
の
交
流
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

し
た
。
実
際
、
志
岐
さ
ん
は
、
子
ど
も
と

向
き
合
う
中
で
、
気
遣
い
を
学
ん
だ
り
、

自
分
に
で
き
る
支
援
へ
の
意
欲
を
高
め
た

り
と
、
充
実
し
た
留
学
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
私
は
２
年
生
か
ら
志
岐
さ
ん
を
担
任
し

て
い
ま
す
が
、
留
学
を
通
し
て
学
習
へ
の

姿
勢
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
以
前
は

ン
テ
ィ
ア
分
野
が
あ
る
「
ト
ビ
タ
テ
！
留

学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

高
校
生
コ
ー
ス
」
に
応
募
し
ま
し
た
。

　
滞
在
期
間
20
日
間
の
う
ち
、
語
学
学
校

で
英
語
を
学
ん
だ
５
日
間
を
除
き
、
キ
リ

ス
ト
教
の
教
会
が
運
営
す
る
孤
児
院
で
10

日
間
、
火
災
の
被
災
地
で
５
日
間
、
世
界

各
国
か
ら
集
ま
っ
た
留
学
生
と
と
も
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
そ
の
孤
児
院
で
は
、
保
護
者
が
薬
物
中

毒
な
ど
に
な
り
、
家
庭
で
の
養
育
が
困
難

２期生インタビュー　4

留学による変化◎手助けを受けられないことで、自
暴自棄に陥ってしまう前に、心理的な支援の手を差
し伸べられるよう、臨床心理士を目指し始めた。大
学進学後には、イタリアやフィンランドといった心理
療法の先進国への留学を志望している。

印象に残ったこと◎貧困を目のあたりにし、行政の
福祉が行き届かない現実に衝撃を受けた。また、ボ
ランティア活動の真の目的を自問し始めた。

貧困を目のあたりにし、　
人々の心の支援を充実　

させたいという目標が明確化　

志岐さんの留学

目的◎経済的に厳しい環境で暮らす子どもと交流
し、自分にはどのような支援ができるのかを考えた
いと、フィリピンでのボランティア活動を志した。

未来につながる！　高校時代の留学体験

佐賀県立
致遠館高校３年

志
し

岐
き

友
と も

晶
あ き

さん

国際ボランティア分野２年生でフィリピンに留学

教
師
・
保
護
者
が
語
る

志
岐
さ
ん
の
成
長

子
ど
も
と
の
交
流
を
通
し
て
、

実
り
の
あ
る
気
づ
き
を
得
た

佐
賀
県
立
致
遠
館
高
校

　

野
田
恵
理
子
先
生

全
教
科
・
科
目
へ
の

学
習
意
欲
が
向
上
し
た

佐
賀
県
立
致
遠
館
高
校

　

野
田
香
奈
子
先
生

子
ど
も
と
交
流
す
る
中
で
、

自
分
に
可
能
な
支
援
を
考
え
た
い

留
学
の
目
的

相
手
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
の

重
要
性
を
実
感

留
学
の
様
子
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に
な
っ
た
乳
幼
児
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
食
事
や
入
浴
な
ど
、
子
ど
も
の
身

の
回
り
の
世
話
を
手
伝
い
ま
し
た
。
子
ど

も
に
は
英
語
が
通
じ
な
い
た
め
、
彼
ら
の

母
語
・
ビ
サ
ヤ
語
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
職
員
に
教
え
て
も
ら
い
、
身
振
り
手
振

り
を
交
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
ま
し
た
。
す
る
と
、
な
か
な
か
食
事
を

し
て
く
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
も
、
次
第
に

私
の
差
し
出
す
ス
プ
ー
ン
を
口
に
運
び
、

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
自
分
が
相
手
の
心
に
寄
り
添
お
う

と
す
れ
ば
、
相
手
も
打
ち
解
け
や
す
く
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
文
化
が
違
っ
て
も
共

通
し
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
宿
泊
先
か
ら
孤
児
院
に
通
う
途
中
に
は

貧
困
地
区
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト
リ
ー

ト
チ
ル
ド
レ
ン
が
何
人
も
い
ま
し
た
。
行

政
の
福
祉
が
ほ
と
ん
ど
及
ば
ず
、
衣
食
住

に
も
困
る
人
々
が
暮
ら
す
地
域
が
存
在
す

る
と
い
う
、
日
本
と
は
あ
ま
り
に
も
異
な

る
現
実
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
大
き
な
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
孤
児
院
以
外
で
訪
問
し
た
貧
困
地
区
の

救
援
施
設
は
、
居
住
者
に
食
事
を
提
供
す

る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
教
室

に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
厳
し
い
状
況
の

中
で
も
生
き
生
き
と
学
ぶ
子
ど
も
の
姿
を

見
て
、
私
は
、
学
校
が
あ
た
り
前
に
あ
る

環
境
が
い
か
に
恵
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
か

を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
代
表
者
の
講
話
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
真
の
目
的
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
必
要
が
な
い
、
豊
か
な
社
会
の
実
現

だ
。
活
動
自
体
に
満
足
し
て
い
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。
私
は
、
自

分
に
で
き
る
支
援
と
は
何
か
を
、
よ
り
真

剣
に
自
問
し
始
め
ま
し
た
。

　
留
学
後
は
、
心
理
学
へ
の
関
心
が
ま
す

ま
す
強
く
な
り
ま
し
た
。
人
間
は
、
困
難

な
状
況
に
直
面
し
、
誰
の
助
け
も
得
ら
れ

な
い
と
、
自
暴
自
棄
に
陥
っ
て
し
ま
い
か

ね
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
、

心
理
的
に
し
っ
か
り
支
え
、
自
立
に
向
け

た
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
、
臨
床
心
理
士

を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

大
学
で
は
、
以
前
考
え
て
い
た
教
育
心
理

で
は
な
く
、
人
間
の
心
の
支
援
に
つ
い
て

学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
孤
児
院
や
被
災
地
で
交
流
し
た

子
ど
も
は
、
私
が
留
学
前
に
漠
然
と
想

像
し
て
い
た
発
展
途
上
国
の
子
ど
も
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
違
っ
て
、
明
る
く
活
発
で
し

た
。
自
分
自
身
が
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
自
分
と
は
何
か
、

人
間
と
は
何
か
と
い
っ
た
面
か
ら
も
、
心

理
学
を
追
究
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。

　
大
学
進
学
後
に
は
、
イ
タ
リ
ア
や
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
、
先
進
的
な
心
理
療

法
が
行
わ
れ
て
い
る
国
に
留
学
し
、
患
者

や
そ
の
家
族
と
の
向
き
合
い
方
を
学
び
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
も
、
貧
困

や
働
き
方
の
問
題
か
ら
、
困
難
な
状
況
に

直
面
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

留
学
を
機
に
、
そ
う
し
た
人
の
心
に
も

し
っ
か
り
寄
り
添
え
る
よ
う
、
日
本
に
お

け
る
心
理
療
法
の
水
準
の
向
上
に
貢
献
す

る
と
い
う
目
標
が
固
ま
り
ま
し
た
。
育
児

放
棄
と
い
っ
た
悲
劇
を
未
然
に
防
ぎ
、
孤

児
院
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
な
い
社
会
を
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

好
き
な
教
科
・
科
目
に
意
識
が
偏
り
が
ち

で
し
た
が
、
帰
国
後
は
全
教
科
・
科
目
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
困
難
な
環
境
で
も

生
き
生
き
と
学
ぶ
子
ど
も
の
姿
か
ら
刺
激

を
受
け
、「
自
分
も
精
い
っ
ぱ
い
学
ぼ
う
」

と
感
じ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
希

望
進
路
の
具
体
化
に
伴
っ
て
、
自
分
に
で

き
る
支
援
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
考
え
る

よ
う
に
な
り
、知
識
欲
や
好
奇
心
が
高
ま
っ

た
こ
と
も
、
学
ぶ
姿
勢
に
影
響
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
異
文
化
の
中
で
の
多
く
の

気
づ
き
が
、
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
息
子
は
、
図
書
館
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
本

を
読
ん
だ
り
、
知
り
合
い
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
話
を
聞
い
た
り

と
、
留
学
の
準
備
を
熱
心
に
進
め
て
い
ま

し
た
。
自
分
で
計
画
し
、
そ
れ
を
成
し
遂

げ
た
こ
と
は
、
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
異
な
る
環
境
に
身

を
置
い
た
こ
と
に
よ
り
、
相
手
の
立
場
や

心
情
な
ど
を
気
遣
い
な
が
ら
、
向
き
合
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
正
直
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
留
学
し
た
い
と

聞
い
た
当
初
は
、
心
配
が
募
っ
た
の
で
す

が
、
息
子
の
話
を
聞
く
う
ち
に
、
熱
意
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
送
り
出

し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
や
り
た
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑

戦
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

孤児院でのボランティア活動の一環として、山の中にある集
落に薬品を届けたり、子どもに英語を教えたりした。

臨
床
心
理
士
と
し
て
、

被
支
援
者
の
自
立
支
援
を
志
す

留
学
を
終
え
て

相
手
の
立
場
や
心
情
を

気
遣
え
る
よ
う
に
な
っ
た

志
岐
さ
ん
の
保
護
者

　

志
岐
幸
子
さ
ん
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　未
知
の「
海
外
体
験
」か
ら
、主
体
性
を
育
む
「
ト
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タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
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Ｎ
　日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
　高
校
生
コ
ー
ス
」
留
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
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［フリーダイヤル］　0120-350455
受付時間　月～金 8：00～19：00／土 8：00～17：00（祝日、年末・年始を除く）
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サービスセンター
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　ベネッセ海外留学センターでは、小学生から高校生を対象としては毎

年約１,０００名の生徒に短期留学プログラムを提供しています。単なる「旅

行」とは異なり、英語学習、大学訪問やプレゼンテーションなどを盛り

込んだアカデミックなプログラムが特徴です。また、気心の知れた仲間

と一緒に参加するといったものではなく、全国から約２０名の同世代が

集まり、初対面の仲間と海外で２～３週間過ごすことになります。短期

留学の目的は、「学校で学んでいる英語が実際に海外で使えるかを試し

たい」「いずれは長期留学をしたいが、自信がないので、まずは試しに

短期留学をしたい」「将来海外進学を考えていて、自分が向いているか

を確かめたい」など、参加者によって様々です。

　私たちは、留学を終えた参加者の様子を見て、短期留学は「英語力向上」

や「グローバル人材の育成」といったことだけではなく、「英語が使えた」

「２週間も海外で生活することができた」「自分が経験したことがない環

境に踏み出せた」といった「経験」に価値があると気づかされました。

その中でも印象的な１人について、ご紹介したいと思います。

　ある高校３年生は、学校になかなかなじめずにいたのですが、「何か

を変えたい」という思いで、勇気を出してアメリカ・カリフォルニアで

のプログラムに参加してくれました。留学中は文化の違いに戸惑ったこ

ともあったようですが、自ら乗り越えることができ、「やればできる」と

いう自信になったようです。帰国後には、お母様からお手紙を頂戴し、

保護者として子どもの成長を願う思いと、留学が成功した喜びがつづら

れていました。この短期留学が人生の選択肢を広げるきっかけになり、

海外大進学を志望し、無事、海外の大学に進学しました。現在は夢の実

現に向けて頑張っているようです。

　私たちが提供しているのは、まさに「非日常にチャレンジする機会」

です。新たな一歩が踏み出せるよう、全力でご支援して参ります。「ト

ビタテ！留学ＪＡＰＡＮ」のコンセプトや要件に合うプログラムも企画し

ておりますので、ぜひ、ご期待ください。

短期留学は
非日常を
体感できる
チャンス

ベネッセ
海外留学センター長

中居智人

私たちも留学のお手伝いをしています！

ベネッセ海外留学センター

［フリーダイヤル］0120-125-968

https://www.benesse-kaigai.com/service

月～金 12:00～20:00／土10:00～18:00
（日曜、祝日、年末・年始を除く）

受付時間

留学プログラム
随時更新中！
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